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藤
田
議
員

①
条※

１

件
不
利
地
域
集
落
に
つ
い
て

現
状
を
ど
う
把
握
し
、
ど
の
よ
う

な
問
題
意
識
を
持
っ
て
い
る
の
か
。

い
わ
ゆ
る
過
疎
債
ソ
フ
ト
事
業
等
、

い
ろ
い
ろ
制
度
も
あ
る
。
直
ぐ
に

で
も
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
思

う
が
。

②
高
齢
者
家
族
・
高
齢
の
一
人
暮

ら
し
の
見
守
り
・
除
雪
・
屋
根
の

雪
下
ろ
し
・
買
物
に
よ
る
高
齢
者

の
運
転
の
交
通
事
故
等
、
地
域
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
が
危
ぶ
ま

れ
る
状
況
に
あ
る
。
集※

２

落
支
援
員

の
制
度
を
活
用
し
て
、
地
域
づ
く

り
・
人
材
育
成
・
地
域
振
興
が
必

要
と
思
う
が
。

③
持
続
可
能
な
集
落
対
策
の
あ
り

方
と
し
て
の
「
集
落
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
圏
」
と
い
う
「
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
」
な
ど
の
在
り
方
も
今
後
必

要
だ
と
思
う
が
。

④
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
、
住
み

慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
続
け
る
た

め
に
、
地
域
生
活
を
支
え
る
小
さ

過
疎
集
落
等
の
現
状
と

課
題
に
つ
い
て

問

な
拠
点
づ
く
り
・
地
域
運
営
組
織

の
取
組
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
同
じ
自
治
体
内
で
あ
っ

て
も
、
地
域
の
課
題
が
各
地
区
で

大
き
く
異
な
る
よ
う
な
状
況
も
増

え
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、

各
地
区
の
状
況
に
即
し
た
課
題
解

決
を
図
る
上
で
も
、
自
治
体
で
各

地
区
に
一
律
の
支
援
策
を
実
施
す

る
の
で
は
な
く
、
地
区
住
民
の
主

体
的
な
取
組
を
促
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
捉
え
、

「
地
域
づ
く
り
・
地
方
創
生
」
が

叫
ば
れ
て
久
し
い
が
、
こ
の
ま
ま

で
は
集
落
が
消
滅
し
て
し
ま
う
。

「
小
さ
な
拠
点
づ
く
り
」
こ
の
施

策
の
可
能
性
は
。

　

町
長

①
本
町
に
限
ら
ず
、
全
国
の
過
疎

地
域
等
の
条
件
不
利
地
域
に
所
在

す
る
集
落
が
直
面
し
て
い
る
課
題

と
し
て
は
、
「
耕
作
放
棄
地
の
拡

大
」
、「
働
き
口
の
減
少
」
、「
獣

じ
ゅ
う

害が
い

・
病
虫
害
の
増
加
」
、
「
空
き

家
の
増
加
」
、
「
商
店
・
ス
ー
パ

ー
等
の
閉
鎖
」
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。

近
年
で
は
、
生
活
基
盤
や
住
民

答

生
活
ま
で
が
問
題
と
な
っ
て
い
る

と
認
識
し
て
い
る
。

東
京
一
極
集
中
に
よ
り
、
過
疎

地
域
の
人
口
減
少
に
歯
止
め
が
か

か
ら
な
い
場
合
、
国
内
に
お
け
る

条
件
不
利
地
域
は
更
に
拡
大
す
る

と
思
わ
れ
る
。

財
政
的
な
制
約
が
強
ま
る
中
で

は
、
条
件
不
利
対
策
の
効
率
性
を

高
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
の
で
、

過
去
の
過
疎
振
興
対
策
の
政
策
効

果
を
検
証
す
る
と
と
も
に
、
様
々

な
対
策
を
連
携
さ
せ
る
よ
う
な
総

合
的
な
振
興
策
の
構
築
が
必
要
で

あ
る
。

②
今
後
、
本
町
に
お
い
て
集
落
支

援
員
制
度
を
活
用
す
る
と
し
た
場

合
は
、
ま
ず
、
集
落
支
援
員
に
な

り
得う

る
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
が

取
組
の
第
一
歩
と
な
る
。

特
に
、
専
任
の
集
落
支
援
員
を

置
く
と
な
る
と
、
業
務
内
容
の
ボ

リ
ュ
ー
ム
も
多
く
な
り
、
ハ
ー
ド

ル
も
高
く
な
る
よ
う
で
、
ま
ず
は
、

兼
任
の
集
落
支
援
員
設
置
の
可
能

性
に
つ
い
て
模
索
す
る
と
こ
ろ
か

ら
始
め
て
は
ど
う
か
と
考
え
て
い

る
。

③
④
国
で
は
、
「
過
疎
地
域
等
集

問

答

小さな拠点づくり
　　この施策の可能性は

過去の政策効果を検証するとともに
総合的な振興策の構築が必要

藤
ふじ

田
た

　一
かずのり

則議員 質問者の動画が
視聴できます。

※１　条件不利地域＝自然的、地理的条件が悪く、一般に経済的に立ち遅れた地域のこと。
※２　集落支援員＝地域の実情に詳しく、集落対策の推進に関して知見を有した人材が、地方自治体からの委
嘱を受け、市町村職員と連携して集落を巡回しながら状況の把握に努めるといった役割を担う方のこと。
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落
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
圏
形
成
支
援
事

業
」
と
し
て
、
集
落
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
圏
を
支
え
る
中
心
的
な
組
織
を

事
業
主
体
と
し
、
集
落
機
能
の
維

持
・
活
性
化
プ
ラ
ン
に
基
づ
く
取

組
に
、生
活
支
援
や「
な
り
わ
い
」

の
創
出
等
の
地
域
課
題
の
解
決
に

役
立
つ
取
組
を
幅
広
く
支
援
す
る

こ
と
と
し
て
い
る
。

イ
メ
ー
ジ
と
し
て
は
、
地
域
運

営
組
織
等
（
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

等
）
が
、
基
幹
集
落
を
中
心
と
し

た
各
集
落
の
地
域
課
題
と
し
て
、

特
産
品
の
開
発
、
高
齢
者
の
買
物

支
援
、
移
動
手
段
の
確
保
、
鳥
獣

被
害
対
策
、
一
次
産
業
の
担
い
手

不
足
の
解
消
、
伝
統
・
文
化
の
継

承
等
に
つ
い
て
、
専
門
的
知
識
を

有
す
る
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
等
の
人
材

を
活
用
し
て
地
域
課
題
を
解
決
し

て
い
く
と
い
っ
た
内
容

集
落
対
策
は
、
多
種
多
様
な
課

題
が
山
積
し
、
地
域
と
行
政
が
一

体
と
な
っ
て
取
り
組
む
問
題
だ
と

理
解
し
て
い
る
の
で
、
再
任
用
職

員
等
の
必
要
人
員
を
活
用
し
な
が

ら
、
ま
ず
は
、
地
域
の
実
情
を
把

握
す
る
と
こ
ろ
か
ら
実
施
し
た
い
。

　

藤
田
議
員

前
回
の
答
弁
で
は
脱
炭
素
先
行

地
域
の
た
め
の
実
行
計
画
は
３
市

町
で
協
議
し
、
検
討
中
と
あ
っ
た
。

３
市
町
が
行
う
地
方
公
共
団
体
実

行
計
画
は
「
津
軽
広
域
連
合
地
球

温
暖
化
対
策
実
行
計
画
」
（
事
務

事
業
編
）
だ
が
、
こ
こ
で
言
う
、

地
方
公
共
団
体
実
行
計
画
（
区
域

施
策
編
・
促
進
区
域
を
含
む
。
）

は
別
の
も
の
と
思
う
が
。
地
方
公

共
団
体
実
行
計
画（
区
域
施
策
編
）

に
つ
い
て
は
、
洋
上
風
力
は
含
ま

れ
て
い
な
い
。
地
方
公
共
団
体
実

行
計
画
協
議
会
も
別
の
も
の
と
思

わ
れ
る
が
。

　

町
長

「
津
軽
広
域
連
合
地
球
温
暖
化

対
策
実
行
計
画（
事
務
事
業
編
）」

は
、
平
成
23
年
度
よ
り
「
弘
前
市

地
球
温
暖
化
防
止
率
先
行
動
計

画
」
の
対
象
と
し
て
、
温
室
効
果

ガ
ス
の
排
出
抑
制
に
係
る
取
組
を

地
方
公
共
団
体
実
行
計

画
策
定
・
実
施
の
基
本

的
な
考
え
方
に
つ
い
て

問答

実
施
し
、
平
成
28
年
４
月
か
ら
関

係
８
市
町
の
し
尿
処
理
等
受
入
れ

施
設
で
あ
る
「
津
軽
広
域
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
」
を
所
有
し
た
こ
と

か
ら
、
「
地
球
温
暖
化
対
策
実
行

計
画
（
事
務
事
業
編
）
」
を
策
定

し
、
環
境
負
荷
の
低
減
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

一
方
、
来
年
度
策
定
を
予
定
し

て
い
る
、
「
西
つ
が
る
３
市
町
地

球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
（
区
域

施
策
編
）
」
は
、
つ
が
る
市
・
鯵

ヶ
沢
町
・
深
浦
町
の
３
市
町
が
気

候
な
ど
の
共
通
性
、
陸
上
、
洋
上

風
力
発
電
に
お
い
て
高
い
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
を
持
っ
て
い
る
こ
と
。
ま

た
、
産
業
活
動
や
通
勤
等
の
人
の

往
来
も
活
発
で
、
人
口
減
少
が
進

む
中
で
再
エ
ネ
電
力
の
利
活
用
及

び
再
エ
ネ
導
入
と
と
も
に
取
り
組

む
地
域
課
題
の
対
策
へ
の
効
果
を

最
大
限
発
現
さ
せ
る
規
模
の
確
保

や
実
効
性
を
高
め
る
こ
と
が
可
能

に
な
る
と
の
観
点
。
ま
た
、
計
画

策
定
の
費
用
削
減
や
策
定
後
に
お

け
る
事
業
が
採
択
さ
れ
や
す
い
こ

と
か
ら
西
つ
が
る
３
市
町
で
取
組

む
こ
と
と
し
た
。

令
和
３
年
度
、
４
年
度
の
２
か

年
で
、
こ
の
３
市
町
に
お
い
て
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入

目
標
策
定
に
関
す
る
「
西
つ
が
る
３
市
町
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
導
入
目
標
策
定
に
関
す
る
検
討
会
」
を
実
施
し
て
い
る
。

ま
た
、
地
方
公
共
団
体
実
行
計
画
協
議
会
に
つ
い
て
は
、

「
西
つ
が
る
３
市
町
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
（
区
域
施

策
編
）
」
策
定
に
当
た
り
、
協
議
会
を
設
置
す
る
予
定
と
し

て
い
る
。

更
に
は
、
現
在
取
組
ん
で
い
る
事
業
の
拡
充
の
ほ
か
、
環

境
省
な
ど
様
々
な
補
助
制
度
を
個
々
に
活
用
し
、
ま
ち
づ
く

り
の
課
題
解
消
に
向
け
た
事
業
に
取
り
組
む
こ
と
も
考
え
ら

る
。ま

ず
は
、
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
の
削
減
に
向
け
て
何
が
必

要
か
、
何
が
で
き
る
か
を
考
え
な
が
ら
、
で
き
る
こ
と
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
の
制
度
を
活
用
し
、
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。


